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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

法

律

政

令

平成™˜年˜™月 日 水曜日 第œ™˜˜号官 報
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（
補
助
）

第
三
条

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
一
般
社

団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
っ
て
、
原
爆
症
認
定

集
団
訴
訟
の
原
告
に
係
る
問
題
の
解
決
の
た
め
の
支
援

を
行
う
事
業
（
以
下
「
支
援
事
業
」
と
い
う
。）を
行
う

も
の
（
次
条
に
お
い
て
「
支
援
事
業
実
施
法
人
」
と
い

う
。）に
対
し
、
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◇
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
原
告
に
係
る
問
題
の
解
決
の

た
め
の
基
金
に
対
す
る
補
助
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第

九
九
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

趣
旨

こ
の
法
律
は
、
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
に
関
し
、
こ

れ
を
契
機
に
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
医
療
の
給
付
を
受
け
る
た
め
の
認
定

に
関
す
る
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
訴
訟

の
長
期
化
、
被
爆
者
で
あ
る
原
告
の
高
齢
化
等
の
事
情

に
か
ん
が
み
、
平
成
二
一
年
八
月
六
日
に
関
係
者
の
間

に
お
い
て
行
わ
れ
た
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
終
結
に

関
す
る
基
本
方
針
に
係
る
確
認
の
内
容
に
基
づ
き
、
原

告
に
係
る
問
題
の
解
決
の
た
め
の
基
金
に
対
す
る
補
助

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

２

定
義

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
」
と

は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律

第
一
一
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
係
る
却
下
の
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
で
あ
っ
て
、
平
成
一
五
年
四
月
一
七

日
か
ら
同
日
後
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
議
会
等
が

当
該
認
定
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て
の
新

た
な
審
査
の
方
針
が
初
め
て
定
め
ら
れ
た
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
提
起
さ
れ
た
も
の
（
同
日
ま
で
に
取
り
下
げ

ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条

関
係
）

３

補
助

政
府
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法

人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
っ
て
、
原
爆
症
認
定
集
団

訴
訟
の
原
告
に
係
る
問
題
の
解
決
の
た
め
の
支
援
を
行

う
事
業
（
以
下
「
支
援
事
業
」
と
い
う
。）を
行
う
も
の

（
以
下
「
支
援
事
業
実
施
法
人
」
と
い
う
。）に
対
し
、

支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

４

基
金
の
設
置
等

３
に
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
支
援
事
業
実
施

法
人
は
、
支
援
事
業
に
関
す
る
基
金
を
設
け
る
も
の
と

し
、
３
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
金
額
を
も
っ
て
当
該
基

金
に
充
て
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
支
援
事
業
実
施
法
人
は
、
支
援
事
業
に

要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
政
府
以
外

の
者
か
ら
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
を
３
に
よ
り
補
助
を
受

け
た
金
額
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第

四
条
関
係
）

５

施
行
期
日
等

^

政
府
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
第
一
一
条
の
認
定
等
に
係
る
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
附
則
第
二
項
関
係
）

_

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
港
湾
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二

七
八
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

開
発
保
全
航
路
の
う
ち
備
讃
瀬
戸
航
路
の
区
域
を
変

更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
二
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
一
年
一
二
月
一
六
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
航
空
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二

七
九
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

百
里
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
交
通
管
制
業
務
に
関
す

る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
の
防
衛
大
臣
へ
の
委
任
の
範

囲
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
三
月
一
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
（
政
令
第
二
八
〇
号
）（
内
閣
府
本
府
）

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
（
平
成
二
一
年
法
律

第
七
一
号
）
の
施
行
期
日
を
平
成
二
二
年
四
月
一
日
と
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
本
部
令
（
政
令
第
二
八

一
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

本
部
の
庶
務
を
、
内
閣
府
本
府
に
置
か
れ
る
政
策
統

括
官
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
運
営
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進

本
部
長
が
本
部
に
諮
っ
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二

条
関
係
）

港
湾
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

政
令
第
二
百
七
十
八
号

港
湾
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八

号
）
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

港
湾
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

備
讃
瀬
戸
航
路

\
か
ら
Ḡ
ま
で
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ

線
及
び
\
に
掲
げ
る
地
点
と
Ḡ
に
掲
げ
る
地
点
と
を

結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
の
う
ち
H̄
か
ら
L̆

ま
で
に
掲
げ
る
地
点
を
順
次
に
結
ん
だ
線
及
び
H̄
に

掲
げ
る
地
点
と
L̆
に
掲
げ
る
地
点
と
を
結
ん
だ
線
に

よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
以
外
の
区
域

（
基
金
の
設
置
等
）

第
四
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

支
援
事
業
実
施
法
人
は
、
支
援
事
業
に
関
す
る
基
金
を

設
け
る
も
の
と
し
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
補
助
を
受
け

た
金
額
を
も
っ
て
当
該
基
金
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
支
援
事
業
実
施
法
人
は
、

支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
政
府
以
外
の
者
か
ら
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
を
同
条
の

規
定
に
よ
り
補
助
を
受
け
た
金
額
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
る
。附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
検
討
）

２

政
府
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す

る
法
律
第
十
一
条
の
認
定
等
に
係
る
制
度
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
原
告
に
係
る
問
題
の
解
決
の

た
め
の
基
金
に
対
す
る
補
助
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

法
律
第
九
十
九
号

原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
原
告
に
係
る
問
題
の
解

決
の
た
め
の
基
金
に
対
す
る
補
助
に
関
す
る
法
律

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
に
関
し
、

こ
れ
を
契
機
に
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関

す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
に
基
づ
く

医
療
の
給
付
を
受
け
る
た
め
の
認
定
に
関
す
る
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
訴
訟
の
長
期
化
、
被
爆

者
で
あ
る
原
告
の
高
齢
化
等
の
事
情
に
か
ん
が
み
、
平

成
二
十
一
年
八
月
六
日
に
関
係
者
の
間
に
お
い
て
行
わ

れ
た
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
の
終
結
に
関
す
る
基
本
方

針
に
係
る
確
認
の
内
容
に
基
づ
き
、
原
告
に
係
る
問
題

の
解
決
の
た
め
の
基
金
に
対
す
る
補
助
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て「
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
」

と
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法

律
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
係
る
却
下
の
処

分
の
取
消
し
の
訴
え
で
あ
っ
て
、
平
成
十
五
年
四
月
十

七
日
か
ら
同
日
後
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
審
議
会
等

が
当
該
認
定
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
る
に
当
た
っ
て
の

新
た
な
審
査
の
方
針
が
初
め
て
定
め
ら
れ
た
日
の
前
日

ま
で
の
間
に
提
起
さ
れ
た
も
の
（
同
日
ま
で
に
取
り
下

げ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。
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